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研究成果の概要（和文）：本研究では、ソーシャルメディアによりジェンダーに関する差別・抑圧の解消のため
のいかなる機会とリスクが生まれているのかを検討した。またソーシャルメディアを含む形でのジェンダーとメ
ディア研究の再構築も目指した。性差別に批判的な言説の形成と個人のソーシャルメディアの利用実践を検討し
た結果、ソーシャルメディアには社会的弱者のエンパワーメントを促す反面、人権侵害や暴力の温床にもなって
いることがわかった。問題解決には、ソーシャルメディアを捉えた新たなメディアリテラシーの構築と利用者間
の意識啓発、そしてプラットフォーム事業者を含む様々なステイクホルダーの間の対話と協働が必要であること
もわかった。

研究成果の概要（英文）：This study examined which opportunities and risks have emerged from a new 
media ecology involving social media. It also aimed to reconstruct gender and media studies which 
have long developed with a strong focus on traditional mass media. The study focused on (1) digital 
activism such as #MeToo and a formation of critical discursive spaces on social media and (2) women'
s visibility practices on social media, particularly their self-representational practices and 
subjectivities. It revealed that social media is ambivalent in its effect: while it contributes to 
empowerment of marginalized groups such as women and minorities by giving them "voice" and 
increasing their visibility, it facilitates violence and harms against them. The study stresses the 
importance of elaborating social media literacy and promoting more dialogues and collaboration among
 various stakeholders including platform companies. 

研究分野： 社会学、ジェンダー研究、メディア研究

キーワード： ジェンダー　メディア　ソーシャルメディア　デジタル技術　人工知能

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、ソーシャルメディアという急速に普及した新たなメディアに焦点を当て、そのジェンダー分析を行
い、従来のジェンダーとメディア研究を再構築するモノである。もはや日常生活において不可欠となったソーシ
ャルメディアを理解し、それにまつわる問題解決を考える上で有益な知見を提供している。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 

 

１．研究開始当初の背景 

1970 年代にシリコンバレーで開発され、その後 20 年ほど時間をかけて一般に普及していった

新しい情報通信技術は、1990 年代以降インターネットを基盤とする新たなコミュニケーション

をもたらしてきた。2000 年代終わりにはスマートフォンが発売され、ソーシャルメディアとい

う新たなメディアが登場したが、今やその影響は広範囲に渡っており、社会の在り方を根本的に

変えつつある。とりわけ、マスメディアが中心であった従来のメディア環境において比較的はっ

きりしていた送り手と受け手の間の境界や対人コミュニケーションとメディア化されたコミュ

ニケーションの間の境界が流動化したことは、大きな変化である。 

スマートフォン（iPhone の発売は 2007 年、日本では 2008 年）やその OS 上で操作可能なソー

シャルメディア・プラットフォームに関する技術やサービスの大半は、2010 年代以降に大きく

発展した。そのため、それらに関する学術研究の歴史も比較的新しい。また、ソーシャルメディ

アにはジェンダーに関する現象や問題が多々あるものの、ジェンダー分析を中心に据えたソー

シャルメディアの研究は決して多くない。 

研究代表者は、以前にも雑誌、漫画、広告等のメディアを対象にジェンダー分析を行ってきた。

本研究では、その問題意識をソーシャルメディアに広げ、その普及がジェンダーの社会関係をど

のように変えているのかを明らかにしようとした。 

 

２．研究の目的 

本研究では、近年ソーシャルメディアが広がりメディア環境が変化する中で、ジェンダーやセ

クシュアリティに関する差別や抑圧の問題の解消のためにいかなる機会とリスクが生まれてい

るのかを考察した。新たなメディアの利用拡大が社会のジェンダー秩序にいかなる影響を与え

ているのか、とりわけ新たなデジタルメディア空間においていかなるジェンダー／セクシュア

リティ規範が形成されておいるのかに焦点を当てて検討するとともに、従来マスメディアの研

究として展開されてきたジェンダーとメディア研究をソーシャルメディアが普及した現状に即

したものとして再構築することも目指した。 

 

３．研究の方法 

ソーシャルメディアによって生まれた新たな社会空間におけるジェンダー規範の形成を明ら

かにするために、⑴性差別に対する批判的言説の形成および⑵女性のソーシャルメディア利用

における主体形成を調査した。前者ではジェンダー関連の炎上事案と性差別反対を訴えた#MeToo

等のデジタル・アクティビズムを取り上げた。後者では、若い女性によるソーシャルメディア利

用の実態とそこに見られるジェンダー問題について、自己表象の実践に焦点を当てて調査した。

研究方法としては、質的・量的社会調査の方法を採用した。１次・２次資料を対象に文献調査を

行うとともに、各種報道記事、SNS 投稿、ネット記事掲示板等を対象とする言説分析を行った。

またソーシャルメディア利用者を対象にアンケート調査、聞き取り調査を実施した。 

 

４．研究成果 

本研究の結果は次の３点にまとめることができる。 

第一に、ソーシャルメディアによって、女性やマイノリティの人権を重視する新たな規範の強

化・拡散が促されたことである。ソーシャルメディアを通じて批判的な言説空間が活性化し、ジ



ェンダーに関する差別・抑圧の解消に資する議論が活発になっている。ソーシャルメディアの登

場と普及によって、既存の主流メディアにおいて周縁化されてきた女性やマイノリティが自ら

発信し、ジェンダーに関する言説形成において一定の影響を持つようになった。これは社会的弱

者のエンパワーメントとして大きな社会的意義が認められる。 

第二に、ソーシャルメディアは、先述したように、社会的弱者のエンパワーメントを促すなど、

性差別の解消に資する取り組みを促す側面があるものの、他方で差別や暴力の温床にもなって

いることである。ソーシャルメディアの技術は便利であるが、悪用されてもいる。コメント・ダ

イレクトメッセージ・画像送信等による嫌がらせ、性的画像の共有に基づく脅し、同意のない性

行為の強要など、さまざまな性的被害が発生している。被害者を責める風潮もあるが、ソーシャ

ルメディアの利用者が、なぜリスクのあるセクスティングに巻き込まれてしまうのかは、アイデ

ンティティや承認欲求、好奇心、女性身体の（自己）モノ化など、様々な要素が絡み合っており、

その社会過程は複雑である。本研究では、女性のソーシャルメディア利用者の自己表象が、しば

しば自己性化・モノ化を伴っていることから、性化・モノ化に関する長年のジェンダーとメディ

ア研究の知見をソーシャルメディアの研究に応用したが、ソーシャルメディアを通じて、この問

題が現在も形を変えて再生産されていることがわかった。 

第三に、従来マスメディアを基に発展してきたメディアリテラシーの概念をソーシャルメデ

ィアに対応したものに更新することの重要性である。ソーシャルメディア上では、様々な属性や

イデオロギーを持つ人々が相互作用することができる。従って、ソーシャルメディアの利用者に

とっては、ジェンダーを含め、様々な社会的差異やそれに基づく権力関係について学ぶことはま

すます重要になっている。他方で、個人の利用者にリテラシーを求めるだけでなく、ソーシャル

メディアのプラットフォーム運営企業の取り組みも不可欠である。企業の中には、コンテンツ・

モデレーションに力を入れている企業もあるが、依然として有害コンテンツの作成・共有、誹謗

中傷などの問題は残っている。プラットフォーム運営企業を含む様々なステイクホルダーの間

の対話・協働が必要である。 
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